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田村宗立旧蔵仏画粉本における仏教版画について

松尾 芳樹

京都市立芸術大学芸術資料館が所蔵するI別､す宗立旧蔵仏画粉本は､六角堂能滴院仏画工房の

旧蔵粉本を中心とする､2700点におよぶ幕末期の仏教図像群として貴重である｡その中に絵像

を中心とする276点の仏教版画が含まれる｡六角堂能滴院の仏画工房を主宰 した会津の僧憲海

は､青年期に長谷寺版両部畳茶羅の開版に関わった｡彼はその後､図像の収集を行う一方で､

印施千種を発願し､経疏陀羅尼の出版の他､絵像の開版を行い､図像の流布に努めている｡田
村宗立旧蔵仏画粉本における版画には､この能満院工房に関わる出版物が含まれ､飲光の思想

に影響を受けた憲海の事跡を物語る場合､重要な意味を持っている｡また､能満院には憲海の

他､大成､宗立ら若い僧が研鍵を積み､彼らは後に尊峰によって行われた御室版両部量茶羅の

開版に助力した｡この仏教版画群には､尊峰に関わる資料も含まれている｡

主要項目 :六角堂能満院 大願憲海 大成憲埋 田村宗立 法雲尊峰 慈雲飲光 粉本 図像

仏教版画 御室版両部畳茶羅 長谷寺版両部畳茶羅
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(1)はじめに

京都市立芸術大学芸術資料館が所蔵する田村宗立旧 蔵粉本は､幕末期の仏画粉本群である｡

京都六角堂能満院に任した憎大願憲海 (1798-1864)が､生涯をかけて収集し､活用した粉本を

中心としたこの資料群は､高僧図や垂逃図をも含む多くの仏教図像を記録することで貴重である｡

最後の所蔵者が､工房の画僧であり､後に関西洋画界の草分けとなった田村宗立 (1846-1918)

川 であったことから､その名を称している｡資料群の概要はすでに､法蔵館発行の F仏教図像

衆成一六角堂能満院仏画粉本j -̀2一により紹介されているので､あらましを述べておこう｡

能滴院は､六角堂の名で親しまれている天台宗頂法寺 川 の境内にあった僧院である.虚空

蔵菩薩を本尊とする真言宗智積院末のこの寺に､仏画工房が開かれたのは､嘉永4年 (1851)

頃と思われる｡その最後の住持憲海は､寛政10年 (1798)会津に生まれた.晩年使用した大願

のほか､林岳､無言蔵などとも号しているo豊山長谷寺で桝鎖を積むが､天保 3年 (1832)河

内長英寺の黙住信正 (1765-1833)に進具し､律僧として､宗派を離れた道を歩むようになっ

た｡一旦､会津八角神社の別当亀福院… に住するが､やがて弟子の大成 (1828-1891)を連れ

て鑑内に戻り､図像の収集とその流布に専心するようになる｡能満院に任した経緯はまだよく

分かっていないものの､工房は最盛期8人の僧を数える盛況を呈した｡

しかし､元治元年 (1864) 7月､蛤御門の変による兵火により能満院は焼失し､焼け出され

た憎たちは､神泉苑南の蓮光院 -5'に寄寓した｡憲海は被災後まもない9月に､この地で寂し

ている｡工房に蓄えられた図像粉本､版木類の多くは焼失したが､絵本箪笥二枠分はかろうじ

て持ち出され､これらは､田村宗立の手元を経て､現在の京都市立芸術大学の前身京都市立絵

画専門学校に寄贈された｡その総数は約2700点あり､まくりのまま保存されている｡この内､

1割に相当する276点が木版墨刷 りの紙片であり､白描粉本が中心であった F仏教図像宋成』

では､これらが割愛されている｡本稿では､能蒲院粉本中の版画を紹介し､六角堂能満院粉本

の全容を補うものである｡

(2)印施千種の大願

意海が印施千種の願を立てたことは､小原洪秀氏が収録した彼の略伝 G̀'に記されている｡

伝聞ではあるが､千種頻の出版を行うことを祈願し､実際に七八百種の開版に及んだとあるの

で､単なる祈願にとどまるものではなかったようである｡粉本の中にも､｢勝敵毘沙門天像｣ (7)

に ｢王城中心六角堂能満院大願施印-千種内｣と墨書があって､憲海が千種開版を企てたとい

う記事は信じてよい｡

こうした願望が憲海の中にいつごろ生まれたのか定かではない｡会津亀福院に住持した時期

の刊本として ｢方服歌語儀｣(天保4年 (1833))｢金剛寿命陀羅尼経｣(天保7年 (1836))が､

会津の金剛寺に伝えられた文書 仰 の中に含まれており､また､幕末期亀福院を兼任した自在

院… にも ｢両部讃草昏/初夜金剛界/′後夜胎蔵界｣(天保13年 (1842))が伝えられている｡

能満院時代に先んじて､憲海が開版を行っていた事実をみれば､憲海が大願をかけるに至るそ

の源流はかなり早いものであったと考えられる｡

先の略伝にも記されているように､憲海は木版刀刻の技術に優れていたとされる｡長谷寺に
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所蔵される ｢法界安立塔｣版木 … に､｢文政五年壬午南呂詣玉テ河川葛城山高貴律寺二而奉拝

写シ尊木也鵠報恩謝徳ノ謹シテ而摸刻シ之ヲ因ミニ本縁起之文略シテ令ム記七千蓑二乗陸会陽

沙PE律鞭言蔵｣とあれば､文政5年 (1822)25歳の頃にはすでに独自の開版に手を染める能力が

あったことになる｡この高貴寺の法界安立塔というのは､弘法大師の自筆として伝えられた五

輪塔婆で､宗立旧蔵粉本の中には､同年採られた拓本が含まれており､憲海が強い関心を持っ

ていたことが明かな資料である 州 ｡興味の対象を開版という行為に結びつける､憲海の行動様

式をすでに顕していることが注目される｡

この版木の裏には ｢三社之託宣｣が彫られている｡その中に ｢文政十年丁亥孟春 僧無言蔵

印施｣との刊記が見られるので､憲海の出版活動は､その後も継続的に行われていたと考えられ

る｡例えば同じく長谷寺に所蔵される版木のうち ｢光明星茶羅J"2-｢大黒天像｣ (13)には､版木

の隅にそれぞれ ｢文政九年丙成匹Ⅰ月十一日無言蔵摸刻｣｢文政九年丙成三月無言蔵摸刻｣と銘が

あり､長谷寺山内で行われた出版に､憲海が関わることもあった状況をうかがうことができる｡

(3)長谷寺版の開版

文政12年 (1829)､長谷寺版両界塾茶羅の開版事業が行われた｡この長谷寺版というのは､

河内髪切山慈光寺鎮慶 (1748-1829)(14'の発願により､豊山勧学院所蔵の両界畳茶羅 l̀引に基づ

いて､京都東寺所蔵の現図星茶羅と校訂のうえ閑版した印行両部畳菜羅である｡この畳奈羅図

開版の契機となったのは､刊記にあたる ｢刻両部大量茶羅附言｣に記されているとおり､鎖慶

によって長谷寺で行われた畳茶羅の講義であった 1̀6)｡そして､表紙の装飾に使用された東大寺

戒壇院扉絵の図像は､その版の裏面に記された墨書 (17'から､憲海所蔵の粉本によるものであ

ったことがわかっている｡この大事業に憲海も関わったことを示す証しである｡

この開版作業で重要なのは､下絵の制作と版の校訂である｡空海の将来したいわゆる現図の再

現をI∃標として校訂を繰り返し､少しでも正確なものに近づけること､その指示を的確に職人に

指示して版にすること､この二つが求められる作業である｡長谷寺には､現在もこの両界畳奈羅

の校訂作業を物語る資料が残されており'ltq'､こうした制作の過程を垣間見ることができる｡

事業には､勧学院の僧をはじめ多くの憎が関わったから､憲海はそのひとりにすぎない｡し

かし､その役割は決しておろそかではなかったと考える｡というのも､文政 3年 (1820)に憲

海は､接慶から伝法許可潅頂を受けており､すでに師弟という関係であったO校訂作業はきわ

めて集中力を要求するものであり､82歳という鎮慶の高齢を考えれば､一度始まった里奈羅開

版の事業にあたっては､彼を補佐をする人物の存在は､自ずから必要とされたと思われる｡

田村宗立旧蔵仏画粉本中の ｢鍍慶像｣(】｡)から､文政10年 (1827)に､憲海が鎮慶の寿像を

描いていることが分かるので､鎮慶は画技においても憲海に信頼を寄せていたと考えられる｡

また一方で､憲海は､文政11年 (1828)から翌年にかけて､高山寺で慧友僧護 (1775-1853)

の両部星茶羅書写を助けており 2̀0'､彼自身が畳茶羅製作に関わる能力を持っていたのは確実で

ある｡鎮慶が憲海の能力に期待するところがあって不思議はない｡この雑事における､憲海の

存在は注目されるべきだろう｡憲海の事績において､両界畳茶錐の研究と経疏図像開版への興

味は､行動の大きな動機であったと思われる｡その両者を具える長谷寺版開版事業-の関与は､
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意海の千種施印を理解する上で重要である｡

(4)雲海と印行量蒼羅

意海は若くして長谷寺に登っており､彼の学問は長谷寺の教学を基盤に発展していたと考え

られるが､高貴寺や慈光寺など正法律を護持する僧院への修学も盛んで､慈雲飲光 (1718-

1804)(21)の思想に強い影響を受けたことが分かっている｡憲海が空海に対して持つ強い思慕の

念もまた､現図星茶羅を重視する飲光との接点を考えれば､さらに理解しやすい｡法界安立塔

の印行でもわかるとおり､憲海は､こうした信仰の契機を開版に結びつけることに跨雌はなく､

空海の思想の具現である現図星茶羅に対する開版の祈願を持つことは､自然な心の動きが才闘川

される｡彼が印施千種を発願するに際し､長谷寺版開版に関わった経験は大きな意味を持つ｡

もちろん､長谷寺版に見るような両部里奈羅の印行は､この時期､突然に発生したものではな

く､先行する星茶羅印行の歴史を受けたものである｡近世の安定した社会は､教学の復興をもた

らし､両界畳茶羅に対する研究を促した｡澄禅による種子両部星茶経の開版もその一例であり､

能満院粉本に含まれる龍肝 (1747-?)版 ｢種子畳茶羅｣(版画日録59･60)も澄禅版により校訂し

ているのを見れば､憲海の両部里奈羅研究の視野には印行星茶錐が当然含まれていた｡また､憲

海と同じく正法律を堅持した海如 (1803-1873){'22-は､弘法大師千年忌に ｢種子両界星茶羅｣(版

画日録51･52)を供養施印している'2㌔ 両部量茶羅を重視した飲光の思想を受け継ぐ憲海にとっ

て､両界里奈羅印行は自分自身の問題として真筆に受け止められていたと考えられる｡

ただ､これらの種子里奈羅に比べると､尊像によって描かれる大里茶羅にはより深い知識が要

求されるO開版には十分な研究と善本の図像が必要だった｡星茶羅の講義を行った鎮慶がそうし

た志を持っていたことが､開版の直接の契機になったとはいえ､実際には､｢刻両部大里茶羅附

言｣にあるとおり､先行する亀龍院畳茶羅の存在が､開版の機運を作り出していたのである｡

亀龍院畳奈羅というのは､高野山引接院の常塔により京都の亀龍院において安永 2年 (1773)

に開版された印行両部亜茶羅である(21'｡明和 8年 (1771)に入手した粉本をもとに､東寺の現

図星茶羅元禄本と校合し､絵師清水宣雅により四分の一に縮図させて印行したというもので､

縦≡尺五寸､横三尺五分という大きさは､当時としては頻を見ない大事業であった｡不幸にし

て､天明8年 (1788)の大火で版は焼失してしまったが､長谷寺開版がこの亀龍院版の復刻の

企画から､発展的に実現したことを考えれば､先達の偉業としてその成果を活用したとして不

思議はない｡注目されるのは､長谷寺版の版木の調製､画工､彫師とも皆京都の職人を選んで

いることである｡

長谷寺が所蔵する長谷寺版の版木には制作者に関わる墨書を有する木箱が付属しており(2-''､

その墨書から画工は長谷川賀市郎等叔､彫刻は田原重兵衛､木地師は上田吉兵衛とされる｡長谷

川等叔は烏丸仏光寺下ル､田原重兵衛は二条堺町西入ル､上田吉兵衛は御幸町御地下ル東刺と三

者は下京の比較的近接する場所に住む職人で､製版作業は京都で行われたと考えるのが自然であ

る｡亀龍院は錦小路新町にあり､彼らの任地からほど近くに位置している｡この周辺も､天明の

大火に被災した地域ではあったが､人材が全く失われてしまうはずもなく､この地に亀龍院本に

よって培われた､大判印行漫茶羅製作の記憶が期待されたのではなかったかと考える｡
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当時､豊山絵所を名乗っていたのは新町通松原上ルにある森朋家 (26-だが､この長谷寺版両

界畳茶羅制作では､下絵を同じ京都の長谷川家に変更している｡長谷川家は当時､京都の仏画

工として活躍しており､憲海は文政9年 (1826)に河州柏葉村久修恩院を訪れた際､長谷川等

鶴の描く里奈羅図粉本 2̀7)を写しているので､彼らの里奈羅書写の技術を知っていたはずであ

る｡この時期､憲海は仁和寺や高山寺といった古刺を訪れて､京都と長谷寺をしばしば往来し

ており､こうした情報の収集にも､一役買うことができたと思われ､画工の選定にその意見が

反映した可能性がある｡

(5)能満院の開版事業

歴史的にみた摺仏は､日課供養に始まり､勧進 ･護符 ･粉本という用途-と展開して､近世

に至っている｡能満院粉本に含まれる版画もこうした流れの中にあった｡もとより､頂法寺六

角堂は観音霊場として西国札所のひとつに数えられ､町堂としても機能したため参詣者のみな

らず､多くの人々が参集した｡その境内の一画にあった能浦院にとって､施印に対する喜捨は

貸重な財源であったに違いない｡それは能浦院が持つ宗教的な使命であるとともに､寺院経営

の基盤として重要な意味があった｡

頂法寺にゆかりの尊像としては､本尊である如意輪観音像､創建縁起に関わる聖徳太子像､

百日参龍の伝記に見る親驚上人像があげられるO聖徳太子像については､大成による版下 (28)

があり､その需要に応える活動のあったことがわかる｡とはいえ､現在能満院粉本の中に遺さ

れる版画については､何れが収集された版画で､何れが制作したものか､また憲海あるいは能

満院がこれらとどのように関わったのか､明確にできるものはわずかであるOというのも､版

木をはじめとする開版に関係する資料のほぼ全てが､元治元年の被災によって焼失した状況が

考えられ､能満院の中心的な活動であったと思われる施印事業に関しては､推測せざるを得な

い部分が多いのが現状である｡

粉本の中に､現存する墨摺を一覧にしたのが別表の ｢田村宗立旧蔵仏画粉本版画目録｣であ

る｡寺院で開版される版本といえば､経典類をはじめとして､絵像 ･縁起 ･境内図 ･祈祷札 ･

勧化 ･開帳 ･巡礼詠歌 ･故などがあげられるのだが､能満院の所蔵版画においては､典籍類が

意識的に除かれているので､当然のごとく絵像が大部分を占める｡その図様としては､如来 ･

菩薩 ･明王･天部 ･諸神 ･高僧と各種のものが揃っているので､彼らの関心が幅広い尊像に対

し存在したことがうかがえる｡能満院で施印された絵像版画においても､同様に広範な尊像を

扱っていたと考えてよいだろう｡

先にも述べたとおり､能満院の版木は､ほとんど失われてしまい､墨摺にしても､粉本の中

に意海が直接関わったことがわかる版画は少ない｡表に見える､｢種字星鼻茶羅図｣(版画目録

1)｢端尺迦親手華判焚書噂字｣(版画巨l録2)｢六字名号｣(版画目録 3)などは､憲海による施
印の実際を伝える数少ない遺例である｡また､｢光明真言字輪里奈羅図｣(版画目録4)は､安

政5年 (1858)に憲海が開版した墨摺を明治10年 (1877)に志摩菅島村の木下佐助が復刻した

もので､憲海自身の手になるものではないが､憲海施印の実際を伝える資料である｡ちなみに

｢釈迦親手華判焚書噂字｣は､手本となった墨摺 (版画目録73)が粉本中に遺され､憲海が復
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意海が神像に対して持つ親しみが､開版活動にも早くから影響していたことは､長谷寺の版

木に大黒天や三社託宣が含まれていることから理解できる｡粉本に含まれる明治2年 (1869)

に復刻された ｢稲荷明神像｣(版画日録10･11)は､使用する林岳や無言の号からおそらく長

谷寺修学時代に開版された版画によったものと思われ､神像の施印活動は､能満院時代に先ん

じて始められていたようである｡従って､憲海の意志を実現するための工房である能満院にと

って､神像は単に収集されるだけの資料ではなく､その施印の一部を形成する､重要な要素で

あったと考えてよい｡

嘉永6年 (1853)｢先学宗要章｣が能満院で開版された｡火事によって､版木を失った現在､

能満院の経疏典籍陀羅尼類の開版状況は不明である｡小原氏の略伝には､大随求陀羅尼や大仏

頂陀羅尼のほか 『仏道教経』の刊行を伝えるが､確認するすべはない｡もとより､多数施印さ

れることの多い陀羅尼や祈祷札の類は残りにくいものであり､典籍の出版においても､大部な

ものは行われなかったと思われる｡智積院に納められた資料の中にその一部なり存在する可能

性はあるが､現在のところ明確にそう判断できるものは少ない(日｡結局､能満院施印の実態と

しては､小典籍から､陀羅尼を初めとする護符 ･祈祷札､古画に見る尊像 ･絵図の写しと､そ

の応用たる新図まで､かなりの振幅があったと想像するはかない｡多様な版本を扱う､個性的

な出版活動をしていたことになる｡能満院の活動期間はおよそ13年にわたると思われ､決して

短いとはいえないが､多様な機能をもった寺院の境内に位置したためか､その特殊性が認識さ

れにくく､紀行随筆に触れられたものを見ないのは､残念である｡

ただ､｢宝相七神図｣の例に見られるような護符が頒布されたとすれば､祈祷の需要もあった

と考えて不思議はないO実際､小田慈舟氏が伝える､憲海が請雨経法を得意としたという伝承 (W

に関わる粉本も幾つか遺されていて､版画としては ｢請雨水鉢図｣(版画目録8･9)が注目さ

れる｡墨刷りと彩色本があり､実際の祈祷に際しては消耗品となる水鉢図の実際を伝える資料で

ある｡これは施印とは異なるが､別の側面から能満院の活動を垣間見させるものである｡

(6)法雲による開版

また､版画の中には､大願入寂後の明治期に､大成や宗立によって､制作されたものが含ま

れている｡これらは憲海あるいは能満院の開版とはいいがたいが､意海の収集した粉本を元に

版を製作しており､憲海施印の祈願を継承する活動といえる｡その多くは､明治3年 (1870)

に開版された御室版両部星茶羅の開版と同じく､志摩庫蔵寺の法要尊峰 (1834-1889)'･")が関

与した版画と思われる｡

御室版両部里奈羅というのは､法雲の発願によって仁和寺尊寿院において開版された､高雄

畳茶羅粉本による両部里茶羅の図像集である(･州｡この間版は､現図と呼ばれる空海将来の図像

を原寸で版刻し､後世に伝えようとした偉業として､よく知られている｡法要は長谷寺能満院

の海加に従って里奈羅を学び､正しい図像を求めるうち､明治維新の混乱期に兼意模本による

図像を目にしてその上梓を祈願したという｡幸い資金の援助もあり､また憲海のもとで里奈羅

の図像に通じた大成らの助力をも得ることができ､ようやくこの雑事をなしとげたのである｡

もとより法雲の里奈罪に関する知識は長谷寺に学んだのだから､鎮慶が講じたものと通じて
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おり､憲海の学問とも通じていた｡また､法雲が参考にした兼意本模本は､その奥書に高山寺

慧友僧護による天保12年 (1841)の修理銘があり､憲海が師事した慧友のもとにあったことが

分かるので､憲海も日にした可能性のある勝本であった'Il"｡法雲の祈願はまさに憲海の歩んだ

道を辿るものであったといえる｡従って､大成ら憲海の弟子たちがその事業に関わることにな

るのは奇遇ではあったが､むしろ当然の帰結だった｡

御室版開版においては､大成､宗立､雲道 (1840-C.1882)の三人が､粉本から下絵を起こす

役割を担った｡大成は金剛界里奈羅四印会と胎蔵界塾茶羅の不動明王を描いたのみなので､量

的には少ないが､法雲よりも年長であり､監督的な立場をとって､雑事もその身に引き受けて

いたのであろう｡若い宗立と要道が大部分の下絵を描いた｡宗立は胎蔵界畳茶罪の大部分を､

雪道は金剛界里奈羅の大部分と胎蔵界里奈羅の一部を分担している｡

このように幕末維新期には､両部里奈羅の権威となっていた法雲であったが､『法雲阿閣梨行実』

価)に､｢また､能く八祖大師十二天を梓行す｡(智全EI｡八祖十二天之版木は､法要阿閣梨在世

の時､名古屋大須宝生院に送托す｡将に謀る所有らんとす｡しかるに阿闇梨明治二十二年示寂

す｡また同寺同二十五年祝融の災に催る｡共に終に烏有となる｡鳴呼惜しいかな｡)孔雀不動

二明王等画像､及び孔雀請雨 (以上版木は伊勢国に在り｡)仏頂随求等諸経 (以上及び大願律

師自筆匹l度次第版は､尾張匡Ⅰ宝生院高徳寺地蔵寺に納む｡)其の費また資ならず｡しかるに其

の臨終の言｡なお高野山五大明王及び因幡堂愛染明王等画像を刻する能はざるを以て遺憾とな

す｡｣とあり､御室版以外の開版についての記事がある｡粉本の中には､この記事との関わり

を見ることができる版画 (版画目録20-30)があり､これらの開版の資金としては､主に志摩

方面の寺や信者からの喜捨が募られている｡版画には明治2年 (1869)から同10年 (1877)の

刊記があり､御室版以後に行われた事業であることがわかるので､大成らの能満院以後の活動

を教えてくれる貴重な資料ともなっている｡

この時期､病を得ていた法雲は症状が重く､明治3年の御室版開版以後､明治22年 (1889)

に里奈羅の講義のため上洛するまで志摩に退いているので､これら大型版画の開版を実際に推

進したのは大成あるいは宗立らであったと考えてよい｡法雲を刺とする人脈によって資金が集

められ､大成らが下絵を作成して彫刻の手配をするという方法であったと考えられる｡従って､

製版は京都で行われた可能性が高い｡

また､版画の中には､御室版の尊像を復刻して頒布したもの (版画目録31-42)が含まれて

いる｡施主となっているのは､ほとんど志摩国の信者であり､これも法雲ゆかりの版画と考え

てよい｡こうした御室版の後刻版には勧進の役割もあったと思われ､また正しい図像の流布と

いう意海以来の能浦院の祈願も担っていたことだろう｡御室版の開版は､廃仏致釈の荒波を受

けた明治初期の仏教界に､絵像版画の花を聞かせたのである｡

｢八祖像｣(版画目録21-24)は大願が嘉永4年 (1851)に大和国三輪山平等寺中多楽院に

おいて模写した粉本により大成が下図を起こして明治2年 (1927)に法雲が開版したものであ

り(}7㌧ ｢十二天像｣(版画目録25-28)は安政 7年 (1860)に大師将来本と備中霊山寺の十二

天像を校合して大願が模写した粉本をもとに宗立が下図を起こして明治10年 (1935)に法雲が

開版したものという 3̀㌔ 伊勢や志摩の信者たちからの喜捨によって資金は集められた｡
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また ｢不動明王像｣(版画目録30)は嘉永元年 (1848)

に高山寺で憲海が写した粉本により志摩青峯山正福寺

の大円が彫刻したものである｡法雲が協力したとある

のは､資金の大半が志摩の信者から集められているの

で勧進であろう｡｢孔雀明王像｣(版画目録29)は､文政

12年 (829)に長谷川等叔の粉本を大願が模写したもの

を､嘉永元年に智積院の原本と校合した時使用した粉

本に基づいて開版したものである｡粉本中の留書を詳

細に刻し､密度のある図像をそのまま大判の版木に写

し取っていて､一連の大型版画の中でも特筆に値する

密度を見せる｡おそらく二l二IJi己は別刷りにされたと思わ

れ､開版の詳細が明確にされていないのが残念だが､

出版にあたり憲海に対する配慮が遺されている点が興

味深い｡この後者二点も｢法要阿闇梨行実｣にある｢孔

雀不動二明王｣の記事によく合致するので法雲版と考

図3 孔

雀明王像 えてよいだろう｡｢法雲阿閣梨行実｣の宮崎智全の注には､この八祖像と十二天

像の版木は､明治25年 (1892)に宝生院の火災により焼失したとあるが､東寺には､覆刻と思

われる八祖像及び十二天の大型版木が遺されている伽)O｢龍猛像｣に見る刊記を比較すれ

ば､東寺本は､泉涌寺龍暁 (1838-1914)が願主となり､京



六 その他裏書きなどの墨書により収集の意志または経緯が読み取れる版画 (版画日録90-105)

海加は憲海の弟子であり､龍肝は憲海の師である｡こゴ1ら憲海の周辺にいた学僧もまた開版

に熱心であったことは､憲海にとってよい刺激になったことだろう｡他にも､何の特記事項も

ないが､冷泉為恭や原在中､長谷川等鶴の下図とされる版画には､絵師系粉本としての絵画的

資料価値があるため､収集対象となった可能性がある｡

収集された版画の一郎には刊記があり｡施主の分布がわかる｡京都における施印 (版画目録

130-149)が最も多く､他も大半が畿内のものである｡志州 ･勢州で施印されているのは､御

室版以後に法雲との関わりの中で入手されたものと思われる｡晩年の大成が社寺施印に協力し

ている例があるので､あるいは依頼を受けて､復刻をすることもあったかもしれない｡

また､まったく刊記を欠くものの中にも ｢十二天像｣(版画目録239･240)や ｢黄不動像｣

(版画日録235･236)｢宝珠里奈羅図｣(版画目録224)など､掛幅への使用も可能な比較的大型

の墨摺が含まれている｡こうした例は長谷寺の版木の中にも見られ川∫)､開版そのものが作善で

あったと思われるが､この大きさの版画は､そのまま彩色して表装すれば尊像として使用する

ことが可能で､量産仏画制作との関わりを見ることができる｡単に墨摺の制作を目的とするに

とどまらず､下絵粉本としての利用を意識したものと考えるべきだろう｡

版画を使用した量産仏画は､中世以後少なからず流通し､需要の多い近世においてはその数

も増したと思われるが､推測されるその利用状況を考慮すれば､伝世することの粧しい版画と

いうことがいえる｡美術史的には､顧みられることのない分野だが､文化史的な資料性は高い｡

能滴院がこうした開版を行っていたかどうかは不明だが､遺された墨摺は紙質などから判断す

るに､明治にはいってからの摺りと思われる｡

(8)あわりに

会津から再び上洛した憲海は､はじめ､長谷川家にほど近い天台宗山王寺 (Lil)に寄寓し､長

谷川家の粉本を多数模写した｡あたかも､長谷寺版両部畳茶羅閃版の故地に引き寄せられたか
たちだが､後に住持することになる六角堂能浦院もまた近隣に位置することを見れば､憲海は

この地を自身の祈願にとって得稚い環境と考えたのかもしれない｡それは､施印を行うために

必要な資材と粉本があり､交通の利便がよく､人が集散して図像の流布に適していることはも

ちろん､将来の両部鼻茶羅の開版のための大型版木開版の歴史に期待することができた場所で

ある｡憲海の仏教は､戒律を護持する自らの生活のみにあるのではなく､その生活を民衆教化

に結びつけることのできる､市井の直中にこそあった｡

晩年の憲海が称した大願という号は､能浦院での活動の開始時期以後専ら使用される｡その

大願という語が施印に関わる用法を以て使用されたことを見れば､憲海の祈願は実は開版に偏

向していた｡開版は正しい図像を流通させる簡便な方法と見なされた｡憲海の時代､絵仏師とし

て知られた木村了琢家にしても､沈滞の気分こそ否めなかったが､品格は維持しており､絵師に

おいては冷泉為恭のように独自の成果を生み出すものもあった｡勝本に残された墨書規を見て

も､憲海は様々な絵師に対して素直に学んでいる様子が伺え(･12'､憲海に当時の仏画全般に対す
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